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「機能性ペプチド修飾型エクソソームを基盤とした
薬物送達技術の開発」
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生体を構成する殆ど全ての細胞が分泌するエクソソームは、細胞膜で
形成された小胞（直径30～200 nm）であり、microRNAや酵素等の生

理活性分子が内包されている。エクソソームは疾患診断に加えて、そ
の薬学的な優位性により次世代の薬物送達ツールとしても世界的に大
きく注目されている。我々は、機能性ペプチド修飾型エクソソームを
基盤とした細胞内導入技術の開発を展開しており、マクロピノサイ
トーシス誘導や移行促進、がん受容体を介した細胞標的、細胞内でエ
クソソーム内包薬物の効率的なサイトゾル放出等の薬物送達に役立つ
新たな機能付加に成功している。本講演では、これまでに得られた基
盤技術・知見の紹介と、基礎研究・疾患治療への応用に関する議論を
行う。
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